








要約神経芽細胞腫スクリーニングの経済的評価を実施した。評価方法としては,費用一便

益分析を用いた。120万人の新生児を対象として,疾患の発生率を 1/9400,検査の有効性を,

感度 81.0%,特異度 99.8%とした。スクリーニングの健康結果としては,死亡が 38%回避で

きるものとした。また,割引率を 7%に設定した。判断分析により,問題を構造化し分析し

た結果,1 患者発見当たり,費用は 1388 万円,便益は 1708 万円であった。したがって,スク

リーニング実施により,純便益は 320 万円,費用-便益比は 1.23 となった。


